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第 4 章では、コンフリクトの対処方略スタイルの選択の傾向について、236 名（有効回答率 61.5％）

















 第 7 章で、著者は研究結果をふまえて総合考察を行い、管理職保健師が職務上に認知するコンフリク
トの対象職種、立場、内容は極めて多様であるが、望ましい結果をもたらす効果的なコンフリクト対処
方略や行動には一定の傾向がみられたことを論考し、今後これらを管理職保健師が認知するコンフリク
トへの基本的な対処方針として活用する有用性を述べている。最後に、本研究の限界に加え、実践適用
への示唆と今後の研究の展望について言及している。 
 
審査の結果の要旨 
（批評） 
 本論文は、自治体に勤務する管理職保健師が職務遂行上に第三者との間で認知するコンフリクトの実
態とその関連要因について検討したものである。本邦で初めて管理職保健師におけるコンフリクトの多
様性および有効な対処方針を具体的に明らかにしており、新規性、実践適用性ともに極めて高い。近年
の地域保健課題の複雑化に伴い自治体の管理職保健師は増加しており、職務上に派生したコンフリクト
への適切な対処は、地域保健事業の円滑な推進に不可欠である。本研究で得られたコンフリクト対処方
針の実践場面での活用は地域保健に貢献するものであり、社会的意義は大きい。 
令和２年１月８日、学位論文審査委員会において、審査委員全員出席のもと論文について説明を求め、
関連事項について質疑応答を行い、最終試験を行った。その結果、審査委員全員が合格と判定した。 
よって、著者は博士（公衆衛生学）の学位を受けるのに十分な資格を有するものと認める。 
 
 
 
 
 
